


































｢するには｣に関する一考察 Astudyof山eVerb+niwaSentencePatern 朴 貞淑
2.先行研究
｢するには｣に関する研究は､佐治圭≡ (1984)では ｢するのに｣との比華で ｢場合の想定｣､ウェ






































































































































｢すぎる｣と共起する ｢するには｣は､述語に ｢状態性動詞 ･存在詞｣などを用いて､あることを達
成するのが ｢目的 ･目標｣である前項に対して､後項はそれらを達成させるための ｢必要条件｣では
なく､それらを達成しようとするプロセスに非協力的な ｢状況｣を表すものである｡つまり ｢目的 ･
目標｣に対する ｢必要条件 (意志性)｣ではなく､｢状況 (無意志性)｣である｡｢すぎる｣と共起する
｢には｣の後項は､動作性動詞を用いても無意志性を表す｡ 3
















ちを繰り返さない ･盗まれない｣こと､つまり ｢しないこと｣が ｢目的 ･目標｣であると考えられる｡
この ｢しないには｣は､｢(望ましくないことが)起きないようにするには｣のように､｢しない/さ















































後項の関係が ｢目的 ･目標｣に対する ｢必要条件｣という ｢するには｣の用法の枠から外れていない｡
つまり､目的あるいは目標に対する現状は未達成である点では3 1.1.モダリティ的表現と同様
である｡





















































































6 評価的な対象を表す ｢するに (は)｣の ｢に｣と｢には｣の榛能の違いについては､本箱では考察対象外とする｡
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の動作主を持たないが ､これらは ｢私が｣｢記者が｣といった個別的な動作主 ｢ガ格｣を持つ｡｢には｣
の前項は ｢言う･話す ･申す ･語る･おっしゃる･おおせる ･答える ･挨拶する･頼む｣などの ｢発







｢するには｣は ｢目的 ･目標｣及び ｢時間的な到及｣を表す用法と､形は同じであるが働きが異なる
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